
専門基礎分野「社会福祉サービスの実際」の授業で、 

体験学習を行いました。 

 

社会の中の“障壁（バリア）”について考えるため、 

また、制度に基づき提供される福祉サービスの実際を学ぶため、 

小グループに分かれて、福祉施設で実習させていただいたり、高山の街中へ出かけたりと、様々な体験を行いました。 

 

〈高山の街中を車いすで散策しました〉           〈視覚を遮断した状態で、街中を散策しました〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈体験学習の内容をまとめ、発表会を行いました〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世の中には様々なバリアが存在することを実感しました。一方で、フォーマル・インフォーマルなサポートの存在を知りました。 

サービスを必要とする人がそれらを活用しその人らしい生活を送るために、看護師として何ができるかを考えることができました。 

  
  

 

 

 

意見交換が 

活発に行われました！ 

障壁の存在だけでなく、 

人の優しさなど、 

普段は気付かないことに 

たくさん気付けました。 


